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1. 訓練で抽出された問題点・課題に対する原因分析と対策 
 

あるべき姿 抽出された問題
点・課題 

原因分析の結果 原因分析結果を踏まえた対策 

重要情報は積極
的かつ正確に
ERC プラント班
へ情報提供す
る。 

ERC プラント班へ
の重要情報の積極
的、正確な情報提
供ができなかっ
た。 

重要情報に該当する項⽬の
整理ができていない。 
ERC 対応者への教育・訓練
の不⾜。 
情報整理担当者の情報の正
確さに対する意識が不⾜し
ていた。 

重要情報について整理し、ERC
対応者マニュアルを改善し、ERC
対応者への教育・訓練を⾏う。 
情報整理担当者への教育・訓練を
⾏う。 

図⾯を活⽤した
ERC プラント班
への情報提供を
⾏う。 

ERC プラント班へ
の図⾯を⽤いた説
明が不⼗分であ
り、図⾯の FAX 送
信ができなかっ
た。 

説明に必要な図⾯が事象ご
とに整理されていない。 
ERC 対応者に対して、説明
資料を FAX にて送信するよ
うな教育を積極的に⾏って
いなかった。 

説明に⽤いる図⾯内容を再検討
し、充実をはかる。 
ERC 対応者に対して、FAX 送信
による情報提供について教育・訓
練を⾏う。 

緊急対策本部で
事故の現状、進
展予測、収束対
応戦略の状況を
整理し、情報提
供する。 

事故の現状、進展
予測、収束対応戦
略の状況整理と情
報提供ができなか
った。 

COP-3「事故の現状、進展
予測、収束対応戦略の状況
整理シート」が使いにく
い。 

想定される進展予測、対策等を事
象ごとに整理し、COP-3「事故の
現状、進展予測、収束対応戦略の
状況整理シート」を改善し、適時
に ERC プラント班へ FAX 送信す
るようマニュアルを修正し、情報
整理担当者への教育・訓練を⾏
う。 

適切なツールを
⽤いて所内の情
報共有を⾏う。 

テレビ会議を⽤い
た所内の情報共有
が不⼗分であっ
た。 

テレビ会議のみでの情報共
有には限界がある。 
テレビ会議を利⽤する際の
練度不⾜。 

テレビ会議のみではなく、ネット
ワークを⽤いた情報共有ツールの
利⽤を検討し、教育・訓練を⾏
う。 

収集した情報を
整理し、ホワイ
トボードに記録
する。 

ホワイトボードへ
の記録が整理され
ていなかった。 

ホワイトボードへの記録を
⾏う際の整理の⼿順が明確
になっていない。 

ホワイトボードに記載欄を設ける
など、情報の記録・整理の⼿順を
検討し、新たにマニュアルを整備
し、教育・訓練を⾏う。 



FAX 通報⽂に適
切でわかりやす
い記載を⾏う。 

FAX 通報⽂に適切
でなかったり、わ
かりにくかったり
する記載があっ
た。 

記載⽅法が定型化されてい
ない。 
FAX 通報⽂作成⽤の PC の
テンプレートが更新されて
いなかった。 
25 条通報の別紙にある「事
故発⽣時」が⽰す事項が不
明確であった。 
ホワイトボードの記載が整
理されておらず、誤った情
報を記載した。 
FAX 通報⽂のチェック体制
が不⼗分であった。 

FAX 通報⽂への記載⽅法の⼀部は
定型化し、FAX 通報⽂を作成する
担当者への教育・訓練を⾏う。 
FAX 通報⽂作成⽤の PC のテンプ
レートが最新版になっていること
を定期的に確認する⼿順を策定す
る。 
25 条通報様式の別紙の記載を⾒
直し、次回の防災業務計画の⾒直
し時に反映させ、教育を⾏う。 
ホワイトボードに記載欄を設ける
など、情報の記録・整理の⼿順を
検討し、新たにマニュアルを整備
し、教育・訓練を⾏う。 
FAX 通報⽂のチェック体制を⾒直
し、体制強化を⾏う。 

緊急時モニタリ
ングの結果を整
理し、情報の共
有と提供を⾏
う。 

緊急時モニタリン
グに関する情報提
供が不⼗分であっ
た。 

緊対本部での緊急時モニタ
リング結果や⼤気安定度の
整理ができていなかった。 
緊急時モニタリングの重要
性に対する担当者と緊対本
部全体での認識と教育が不
⼗分であった。 

緊急時モニタリングの結果が整理
できるように、ホワイトボードに
記載欄を設けるなど、情報の記
録・整理の⼿順を検討し、新たに
マニュアルとして整備し、教育・
訓練を⾏う。 
緊急時モニタリングの担当者の教
育・訓練を⾏う。 

EALに明確な判
断基準が設定さ
れている。 

EAL51 への該当・
⾮該当の明確な判
断ができなかっ
た。 

EAL(51)の判断基準として
線量に関する明確な基準が
定められていない。 

EAL51 およびその他の EALに関
しても、線量の基準が明確になる
よう検討し、次回の防災業務計画
の⾒直し時に反映させ、教育を⾏
う。 

 
 
2. 情報フローに対する⾃⼰評価結果 
別紙「情報フローに対する⾃⼰評価結果」のとおり。 
 


